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（文化財センター情報）

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 2月の催し物予定
2 月の休館日は 2日（月）、9日（月）、12 日（木）、16 日（月）、23 日（月）です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■企画展「天花寺山の遺跡」　1/31（土）～ 3/22（日）

第 2Ｇ　　　 ■勢風盆栽展　　2/6（金）～ 8（日）　＊最終日は 15:30 まで

第 1Ｇ　　　 ■池坊松阪橘会花展 ―自然を大切に　「日本の心」を子供達に･･･―

　　　　　　　　　2/7（土）～ 8（日）　　＊10:00 ～　　＊最終日は 15:30 まで

第 1･2･3Ｇ　 ■公民館まつり　作品展示会　　2/20（金）～ 22（日）　＊16:00 まで

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

１市４町が合併して

新「松阪市」が誕生

したのは、今から何年前

かな？

【企画展「天花寺山の遺跡」開催中！】

【「 ○○廃寺…… 」】

　松阪市内には１０箇所あまりの「○○廃寺」

と言われる古代の寺院跡がある。天花寺廃寺や

伊勢寺廃寺などである。県内でも集中している。

地域の有力者が古墳を作らなくなったあと、権

威の象徴として、大和政権とのつながりの強さ

を示すものとして、重要な意味があったようだ。

　飛鳥時代から奈良時代にかけ、大和を中心に

多くの寺院が創建されたが、この地でも、同じ

ことが起こっていた。当時の人々の掘立小屋の

ような住まいからすれば、仰天するばかりの、朱の柱や扉、緑の連子窓、白壁に彩られた、瓦屋根の

寺院が忽然と現れるのである。それは伽藍を整え、広大な寺域を持っていた。人々からすれば異空間

に迷いこんだようなもの……。「へぇー  なんと… 」と言って魂消てしまったとか？。

　今から３０年あまり前に、嬉野釜生田町の瓦窯跡から２体の鴟尾が発見された。何らかの理由で使

われなかったものの、当時これらの鴟尾を乗せるだけの壮大な寺院があったことを示している。今、

私たちが当時の大きなお寺をイメージすることはなかなか難しい。しかし、かつてそんな景色がこの

地にも見られたことに、思いを巡らしたい……。

　２月のはにわ館では、常設展とともに冬季企画展「天花寺山の遺跡」を開催しています。天花寺山

は松阪市内でも有数の重要遺跡が集中し、その時代は縄文時代から近世まで及びます。それらの多様

な様子を展示しています。一方、市民ギャラリーでは盆栽やいけ花、陶芸そして洋画の展覧とともに、

市内公民館で活動されている皆さんの作品発表会「公民館まつり」が催されます。ぜひご覧下さい。

（所長）

　今から 10 年前、2005（平成 17）年１月１日に、松阪市は嬉野町、三雲町、飯南町、飯高

町と合併し、新しい松阪市となりました。今回のはにわ館企画展では、旧嬉野町の天花寺山と呼

ばれる丘陵に焦点を当てた展示を行ってい

ます。

　天花寺山は、雲出川と中村川にはさまれ

た一志丘陵の一角を占め、嬉野天花寺町の

集落の西方に広がる標高４０～５０メート

ルのなだらかな丘陵地です。かつては、開

墾された畑が広がり、山菜とりができるよ

うな恵みの山であり、現在は丘陵の西側に

工場が建ち並ぶ産業の拠点となっています。

このような天花寺山と、私たちのつながり

はいつ頃から始まったのでしょうか？

　天花寺山の地中から発見されたものの中

で最も古いものは、縄文時代草創期（約１

万２０００年前）の有茎尖頭器（槍の先）です。続く縄文時代早期には「落とし穴」が見つかっ

ています。これらのことから、天花寺山と人の関わりは「狩猟の場」として始まったことが分か

ります。その後は小規模な集落や墓が営まれ、生活の痕跡が継続的に見受けられますが、生活の

中心は低地部にあったようです。弥生時代後期（約１８００年前）から近世までの天花寺山の土

地利用を簡単にまとめると、以下のようになります。

　　弥生時代後期：大規模な集落

　　古墳時代　　：古墳群（丘陵全体が「墓域」として利用）

　　古代　　　　：集落（丘陵の麓には天花寺廃寺や郡の役所に関連すると考えられる重要

　　　　　　　　　遺跡が存在）

　　中世　　　　：「墓域」（並行して、15 世紀末頃には天花寺城の造成が開始）

　　近世　　　　：天華寺（天花寺城の一部を取り壊す形で建立）

　以上のように、天花寺山は約１万２０００年ほど前から様々な形で利用されており、いつの時

代も人々にとって身近で、大切な山であったことが分かります。はにわ館では３月２２日（日）

まで、天花寺山から出土した、縄文時代草創期から近世までの遺物を展示しています。先人の残

した資料を実際に見ながら、天花寺山の歴史に思いを馳せてみてはいかがでしょうか。（担当）
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【ギャラリー】　入場無料

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　
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（国土地理院撮影の空中写真（2011 年撮影）に数字を加筆）

①天花寺山　②中村川　③一志嬉野インターチェンジ　④名松線

⑤近鉄大阪線

かい

天花寺山の空中写真

なら

釜生田辻垣内瓦窯跡群出土鴟尾 （重文 高さ 148 ㎝）
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